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第１章 豊明市のあらまし                   

１ 沿革

豊明市は、愛知県の中央部よりやや西部に位置し、東は境川を隔てて刈谷市、西は名古

屋市、南は大府市、北は東郷町に接している。また、市南側を名古屋鉄道本線、国道１号

２３号が横断しており、伊勢湾岸自動車道の開通も併せて交通至便の地でもある。

また近年、名古屋市に隣接するベッドタウンとして急速に発展した「新しい街」である

と共に、戦国時代には、織田信長が天下統一の糸口として今川義元の大軍を破った桶狭間

の戦いがあったとされる、桶狭間古戦場を有する「歴史の街」でもある。

 産業の面では、中部の都心である名古屋市と、世界の自動車産業の中心都市である豊田

市の間に位置し、関連企業も多く商工業の近代都市に変貌をしてきている。

一方、自然環境の面でも、大変恵まれた環境を有しており、現存する緑や水辺には多様

な生物が生息をしている。

豊明市は町村制施行により明治２２年１０月１日に東阿野村、栄村を知多郡から愛知郡

に編入、同時に栄村、東阿野村、沓掛新田と大澤村とも合併して豊明村が組織され、明治

３９年５月１０日に沓掛村と旧豊明村が合併して現在の市域を形成した。その後、昭和４

７年８月１日に人口３７，０３８人の「豊明市」が発足し、現在に至っている。

２ 位置・地勢・気象

地形は、北東部から南西部にかけて延びる標高５０ｍから７０ｍの丘陵地帯と、境川に

沿った中・低位の段丘群（台地地形、標高５ｍから１５ｍ）、中小河川に沿って形成された

沖積低地の三つの部分から成り立っている。

北西部に存在する丘陵の頂点は７２ｍの二村山で、北西の丘陵地帯は南西方向に延びる

隆起帯にあたっていて、「猿投・知多上昇帯」と呼ばれる。

気温は、年平均１５．７℃（平成３年から平成９年）で県内では温暖な地域といえる。

東経 北緯 東西最長 南北最長 平均標高 総面積

136°58′~137°03′ 35°01′~35°06′ 6.53km 7.65km 15m 23.18ｋ㎡

最高標高 最低標高
最暖月平均気温

（平成２４年８月）

最寒月平均気温

（平成２４年２月）

７２ｍ １．５ｍ ２８．４℃ ４．１℃



３ 人口

世帯数及び人口の推移（各年３月３１日現在・外国人含む。）

年次 人口 世帯数 世帯当たり人口 備考

平成１９年

２０年

２１年

２２年

２３年

２４年

６８，２６７

６８，６７３

６８，９３９

６８，７１９

６８，５４４

６８，５０４

２６，６８１

２７，１５０

２７，５５５

２７，６３３

２７，７５６

２７，９１０

２．５６

２．５３

２．５０

２．４９

２．４７

２．４５

４ 土地利用の現況

市街化区域面積 （平成２２年１２月２４日告示）

区分

第一種

低層住

居専用

地域

第一種

中高層

住居専

用地域

第一種

住居地域

第二種

住居地域

近隣商業

地域

商業

地域

準工業

地域
計

面積（ha） 84 367 124 33 32 2 60 702 
比率（%） 12.0 52.3 17.7 4.7 4.5 0.3 8.5 100.0
全体比率（%） 3.6 15.8 5.3 1.4 1.4 0.1 2.6 30.2 
地目別利用面積（ha） （平成２３年現在）                  

区分 行政面積
宅地 農用地

森林 その他
住宅地 その他 田 畑

 2,318 488 166 365 163 113 1,023 

５ 産業の現況（事業所総数２，４８１件の構成比  平成２１年現在）



第２章 環境行政の概要                      

１ 平成２４年度のあゆみ

４月１７日～ 狂犬病予防集合注射（７日間実施、１２会場）

４月２１日  廃棄物減量等推進員の委嘱式及び資源ごみ説明会

４月２３日  尾張東部環境保全連絡協議会事務連絡会総会

５月１７日  第１回環境審議会

５月２７日  ５３０運動

６月 ７日  水質調査（市内２４か所）

７月２４日  名古屋市近隣市町村不法投棄連絡協議会 

７月３１日  境川流域４市１町境川生物調査

８月２９日  尾張東部環境保全連絡協議会視察研修

（王子製紙㈱春日井工場、パナソニックエコシステムズ㈱本社工場）

１０月２９日～ 自動車騒音測定（国道１号、２３号、県道瀬戸大府東海）

１１月 ２日  名古屋市近隣市町村不法投棄共同パトロール（南東ブロック）

１１月２０日  水質調査（市内２４か所）

１月２１日  犬のしつけ方教室

２月 ６日  尾東・尾西合同環境保全連絡協議会

２月１２日  狂犬病予防注射管内獣医師連絡会議

２月２７日～ 善意の井戸水水質検査（２０箇所）

３月 ７日～ グリーンカーテンを作るためのゴーヤの種を無料配布

３月１１日  境川流域４市１町公害担当者会議総会

３月１９日  第２回環境審議会



２ 環境行政組織（平成２５年３月３１日現在）

環境課長 

│ └課長補佐 

│   └ごみ減量推進担当係長(兼務)┬─ごみ減量推進係(４名) 

│ │              └─清掃事務所(６名)･臨時職員(６名) 

│   └環境保全担当係長────環境保全係(３名)･臨時職員(１名) 

└─環境監視員(２名) 

・職員１８名(再任用等含む)、臨時職員７名 

３ 環境審議会

（１）環境審議会委員

（平成２５年３月１９日現在、敬称略）

職 名 氏  名 所 属 団 体 等 備  考

会 長 浜島 昭二 豊橋技術科学大学教授 学識経験者

副会長 島田 隆道 愛知医療学院短期大学教授 学識経験者

委 員 後藤 貴浩 (社)豊明青年会議所 各種団体

委 員 鈴木 誠子 大脇環境サークル 各種団体

委 員 松本  昇 豊明市商工会 各種団体

委 員 藤井 誠士 生活協同組合コープあいちとよあけ店 各種団体

委 員 袴田 敏子 とよあけ生活学校 各種団体

委 員 池野 昭子 とよあけエコキッズ 各種団体

委 員 相羽 良夫 あいち尾東農業協同組合豊明支店 事業者代表

委 員 戸田  一 ユニー㈱ピアゴ豊明店 事業者代表

委 員 林  澄子 ホシザキ電機㈱ 事業者代表

委 員 笠原 尚志 ㈱中西 事業者代表

委 員 鎗谷  武 愛知県尾張県民事務所 関係行政機関

委 員 加藤  慎 愛知県地域環境保全委員 関係行政機関

委 員 野村 寿子 一般公募 一般公募

委 員 阿部 美由紀 一般公募 一般公募

任期 平成２４年６月１日～平成２６年５月３１日（２年間）

（２）審議会

  第１回 平成２４年５月１７日（木）午前１０時００分～

 ・内容 （１）豊明市環境審議会答申（案）について

  第２回 平成２５年３月１９日（火）午後２時００分～

  ・内容 （１）会長の選任について

（２）豊明市環境基本計画 目標の検証 平成２４年度のまとめ



４ 公害防止に関する施策

（１） 公害防止協定

本市では、これまで大規模な工場の進出が少なく、協定の締結に至る企業はなかっ

たが、平成１０年１１月中部土木㈱の移転に伴い、地域住民の生活環境に配慮するこ

とを目的として協定が初めて締結された。

その後、栄町新左山工業団地の造成が行われ、進出企業と公害防止について万全を

期するため、協定を順次締結している。

締結企業 所在地 業種

中部土木㈱ 阿野町神田 ｱｽﾌｧﾙﾄﾌﾟﾗﾝﾄ等

㈱ナカシマ 新左山工業団地内 専用機(金属工作機械)製造

㈲豊広 新左山工業団地内 工業用ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製品加工

東陽工業㈱ 新左山工業団地内 航空機部品製造

㈱中西 新左山工業団地内 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ成型材料の製造

日高工業 新左山工業団地内 自動車部品製造

㈱松尾製作所 新左山工業団地内 精密バネ製造

㈱マツミヤケミカル 新左山工業団地内 パウダーコーティング

㈱ニッシン自動車工業 新左山工業団地内 福祉自動車製造

㈱小菅製作所 新左山工業団地内 精密バネ製造

㈱古屋工業所 新左山工業団地内 自動車部品製造

原幸雄（個人事業者） 新左山工業団地内 自動車部品製造

㈱フクオカ 新左山工業団地内 自動車部品製造

㈱石川マテリアル 沓掛町切山 廃棄物再生事業

エフワイ成型㈱ 沓掛町岩金 ガス機器等製造業

（２） 地域環境保全委員

 地域における環境保全活動の推進を図るため、愛知県環境基本条例（平成７年施行）に基

づき、２名の地域環境保全委員を県が委嘱している。公害発生状況の調査・報告、苦情相談

の受付報告、地域の環境美化活動等の環境保全に関する啓発を業務としている。

担当（国道１号を境界として） 氏名（敬称略） 任用

北部地域 清田 節子 平成２２年４月１日から

南部地域 加藤 慎 平成２４年６月１日から

５ 地球温暖化防止対策に関する施策

（１） 豊明市庁内等環境保全率先実行計画

平成１３年４月より事業所としての豊明市の計画的な取組みを進めるため、庁内

のプロジェクトチームにより「とよあけエコアクションプラン」を策定し、目標値を定め

て行動指針（及び調達指針）に基づいて実行していくこととした。

これは地球温暖化対策の推進に関する法律、及びグリーン購入法に基づいた策



定であり、かつ事業所内の環境マネジメントシステム導入による効果をねらった

ものでもある。

（２） 太陽光発電システムの本庁舎への設置

市役所本庁舎増築に伴ない環境にやさしい公共施設をめざし、総出力３０ＫＷの太陽

光発電システムを設置し、活用している。

（３） 公用車への低公害車の導入

   自動車による窒素酸化物の削減を図るためには発生源対策として自動車排ガス規制の強

化のほか、電気自動車等の低公害車の普及促進や排出量の少ない車両への代替促進等が重

要である。 

（４）ＢＤＦの導入 

  平成１９年１０月に、豊明市清掃事務所（沓掛町勅使１－１３）に導入した。豊明市学

校給食センターから排出される植物性の廃食用油を燃料化し、ディーゼル車（ごみ収集車

１台）の燃料（4,658 ㍑／年）として使用するものである。 

６ 豊明市廃棄物５条例

廃棄物の不適正処理問題が各地で問題化する中で、早期の対応を実行し、未然防止にも役

立てるため現行法、県指導要綱を補完する五つの条例を制定し、平成１１年６月１日施行し

た。

共通の項目としては市による立入検査などの権限。指導、勧告、命令の権限。命令違反に

対しては２０万円以下の罰金を課する罰則の規定をしている。

（１）屋外燃焼行為の規制に関する条例

野焼きの禁止をするとともに、焼却設備（簡易型焼却炉）において燃やすことのでき

ない物質を規制対象物質として規定している。

（２）廃棄物焼却施設の設置及び運用の規制に関する条例

県知事許可対象施設の設置にあたり市長の同意を必要としている。

また、区域外への排水等の水質検査及び焼却灰等の溶出検査を指示、結果の報告をさ

せることを規定している。

（３）廃棄物最終処分場の運用の規制に関する条例

区域外への放流水及び浸出水等の水質検査を指示、結果の報告をさせることを規定

している。

（４）廃棄物不法投棄の防止に関する条例

不法に埋め立てられた廃棄物の確認ができるよう、土地所有者の同意を得て市が掘

り起こす権限を規定している。

また、撤去の命令をするとともに、投棄者に撤去能力がないときは、土地所有者に



指導を行なう。

（５）産業廃棄物屋外保管の規制に関する条例

５００㎡以上の保管面積の場合、設置にあたり市長の同意を必要としている。

７ 豊明市環境監視員制度

廃棄物５条例の施行に伴い、迅速で実効性のある対応のため、平成１１年より環境監視員

を設置し、市内全域のパトロール活動を行うことによって、苦情発生後の対応型から未然防

止型への転換を図り、市民のよりよい生活環境の保全を目指している。

また、不法投棄等の違法行為の発生時には、その調査や指導、警察等関係機関等との連絡

調整を行なっている。

環境監視員活動状況

  区分 野焼き
簡易

焼却

不適切

焼却

水質

汚染

土壌

汚染
騒音 振動

地盤

沈下
悪臭 その他

活動

日数

平成２２年度 30 7 8 10 ― 23 1 ― 15 278 359
平成２３年度 21 7 3 3 ― 15 ― ― 3 246 332

  区分 野焼き
野焼き以外の

大気汚染

水質

汚染

土壌

汚染
騒音 振動

地盤

沈下
悪臭 その他

活動

日数

平成２４年度 25 10 2 ― 75 ― ― 9 535 355
・平成２０年度より完全２人体制（土・日・祝日出勤） 

・平成２２年度より集計項目変更

・平成２４年度より集計項目変更

８ 豊明市廃棄物減量等推進員制度

各地域単位でごみの減量やリサイクル、環境美化等に対して、積極的に取り組んでもらう

ことを目的に平成９年より実施をしていた。

各町内会２名の推薦を受け市が委嘱をしていた。地域でのごみ出しの指導的役割を担うと

ともに、不法投棄等の発生が認められる場合は市に情報を提供する役割も担っている。

 なお、廃棄物減量等推進員の委嘱制度については、平成２４年度末をもって廃止した。



第３章 公害苦情                      

１ 概況

公害苦情は、市民の日常生活に密着した問題であり、その適切な対応は公害を防除し、良

好な生活環境を確保する上からも重要である。このため市では県瀬戸保健所豊明分室をはじ

めとする関係機関と協力体制を組み、発生源への立入調査や行政指導など迅速かつ適正な処

理に務め、その解決を図っている。

公害苦情を件数でみると、平成８年度の４８件をピークに減少傾向にありますが、平成２

４年度の内訳を見ると、大気汚染１２件、騒音４件、悪臭１件、その他４件の合計２１件で

あり、最近は大気汚染の苦情が増加傾向にある。なお、雑草苦情といった土地管理等のいわ

ゆる近隣苦情はここには含まれておらず、毎年かなりの数の申立てがなされている。

２ 苦情の発生状況

（１）公害苦情受付件数

区分 総数 大気汚染 水質汚濁 騒音 振動 悪臭 土壌 その他

平成１８年度 １８ ２ ３ ４ ２ ２ ５

平成１９年度 １８ ２ ３ ３ １ ３ １ ５

平成２０年度 １８ ２ ３ ４ ３ ６

平成２１年度 ８ １ ２ １ ２ ２

平成２２年度 ２１ ６ １０ ５

平成２３年度 ２０ ９ ５ １ ５

平成２４年度 ２１ １２ ４ １ ４

その他…不法投棄等

（２）用途地域別公害苦情受付件数 （平成２４年度）

区  分 総数 大気汚染 水質汚濁 騒音 振動 悪臭 土壌 その他

総 数 ２１ １２ ４ １ ４

第一種低層

第一種中高層 ３ １ ２

第一種住居地域 １ １

第二種住居地域

近隣商業地域

商業地域

準工業地域 １ １

未指定地域 １６ １０ ２ ４



第４章 大気汚染

１ 概況

大気汚染については、豊明中学校に県管理の測定局が設置されており、窒素酸化物（NO
ｘ）、浮遊粒子状物質（SPM）、光化学オキシダント（Ox）、風向･風速が常時測定されている。

平成１５年１２月に伊勢湾岸自動車道の大気環境測定局（阿野地区）、平成１６年３月には

大脇地区の測定局を日本道路公団（現在：中日本高速道路㈱）より市に移管され、常時観測

を行っている。なお、本市は幹線国道が集中しており、伊勢湾岸自動車道も開通し、開通後

の汚染状況を監視する意味から県の協力を得て現況調査測定も行なっている。

２ 大気汚染防止のための規制

大気汚染を防止するため、昭和４３年６月に大気汚染防止法が公布された。その後、大気

汚染の広域化、多様化に対応して法改正が適宜行なわれ、工場、事業場の固定発生源から排

出される硫黄酸化物、窒素酸化物、ばいじん等のばい煙や粉じん、あるいは自動車から排出

される一酸化炭素、窒素酸化物、炭化水素等について各種の規制が行なわれるようになった。

平成９年１月にはトリクロロエチレン、テトラクロロエチレン及びベンゼンの３項目が有

害大気汚染物質の指定物質となり、同年２月に環境基準と排出規制基準が告示された。さら

に、１２月にはダイオキシン類が指定物質に追加され、排出抑制基準が設定された。

県では、昭和４６年４月に公害防止条例を公布し、規制対象施設の種類及び規模の拡大並

びに有害物質の規制を行い、昭和４９年４月の条例改正により硫黄酸化物総排出量規制及び

炭化水素系物質の規制を実施してきたが、平成１５年１０月１日に「県民の生活環境の保全

等に関する条例」に全面改正され、ばい煙発生施設等に関する規制が強化された。      

なお、大気汚染防止法に基づく、ばい煙発生施設、粉じん発生施設の事業所届出先は、愛知

県である。 

３ 一般環境大気測定局による大気汚染調査

 ○愛知県自動測定局が、昭和６０年１月に沓掛町から移設された。

測定局 所在地 測定項目 環境基準（１時間値の１日平均値）

豊明中学校
二村台

２－２５－１

窒素酸化物（NO, NO2, NOx）
浮遊粒子状物質

光化学ｵｷｼﾀﾞﾝﾄ

風向・風速

０．０４～０．０６内

０．１０以下

０．０６以下

―・―



（年平均値：ｐｐｍ）

２０ ２１ ２２ ２３ ２４

窒素酸化物 0.020 0.018 0.017 0.016 0.015
二酸化窒素 0.015 0.014 0.013 0.013 0.012
一酸化窒素 0.005 0.004 0.003 0.004 0.003

浮遊粒子状物質 0.024 0.022 0.021 0.021 0.019
光化学ｵｷｼﾀﾞﾝﾄ 0.030 0.028 0.029 0.027 0.029

       （愛知県大気汚染常時監視結果、豊明局年間統計値）

○伊勢湾岸自動車道の大気環境測定局（阿野局･大脇局）が市に移管された。

平成１６年１月５日設置

測定局 所在地 測定項目

阿野地区 阿野町奥屋６９

一酸化炭素

窒素酸化物（NO, NO2,NOx）
浮遊粒子状物質（SPM）

風向・風速・気温・湿度

平成１６年４月１日設置

測定局 所在地 測定項目

大脇地区 栄町新左山１－３３１

一酸化炭素

窒素酸化物（NO, NO2,NOx）
浮遊粒子状物質（SPM）

風向・風速・気温・湿度

          観測データは、環境課ホームページにて公開をしている。

４ 光化学スモッグ予報

愛知県内の発令日数は、平成２４年度は４日であり平成２３年度の６日に比べ減少したが、

本市が該当する尾張東地域において、注意報が１日（前年度は予報が２日）発令された。

また、光化学スモッグによると思われる被害は、今年度はなかった。

（１）休日等の配備体制期間

  平成２４年４月２１日（土）～９月３０日（日） （平日の監視は通年）

（２）光化学スモッグ予報等発令状況

愛知県内発令日数 ４日（うち休日等の発令 １日）

  尾張東区域（豊明市）発令日数 １日（うち休日等の発令 １日）



（３）光化学スモッグによる被害届出状況

 本市なし 

（３）愛知県下の光化学スモッグ緊急時発令状況及び被害状況等の経年変化

（昭和４６年度～平成２４年度）                H24.10.1 現在

年  度 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 
注意報発令日数 1 5 8 2 6 3 2 0 0 1 0 0 2 2 
予報発令日数 8 15 11 5 0 1 2 0 0 0 0 1 2 2 
被害届出人数 277 716 330 151 1,787 69 15 12 3 10 7 3 0 0 

年  度 60 61 62 63 元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

注意報発令日数 6 0 2 0 0 0 2 1 0 1 0 0 0 1 
予報発令日数 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
被害届出人数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

年  度 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 計

注意報発令日数 0 0 0 0 1 0 1 2 5 9 9 1 1 2 76 

予報発令日数 0 0 0 0 0 4 5 5 5 1 5 11 5 2 92 

被害届出人数 0 0 0 0 0 0 2 0 771 0 733 12 0 0 4,898 

※予報から注意報に切り替えた場合は注意報発令日数のみに計上

発令月日 発令の種類 発令区域 最高濃度（単位:ppm）

① 7.10(火) 予報 名古屋、尾張北西 豊山町豊場(0.118） 

② 7.27(金)
予 報 豊田、豊橋、東三河 富本(0.126) 

予報→注意報 名古屋、海部、岡崎、西三河 羽根(0.141) 

③ 7.28(土)
予 報 

尾張北西、海部、常滑、知多
北、西三河、豊田 

一宮市木曽川消防署(0.122)

予報→注意報 名古屋、尾張北東、尾張東 瀬戸市陶原町(0.140) 

④ 9.5(水) 予報 常滑、豊田 豊田市東部(0.119) 



第５章 水質汚濁

１ 概況

水質汚濁とは、工業、農業などの事業活動や家庭生活などの人の活動に伴う排水によって、

河川、湖沼、海域等の公共用水域が汚染されることをいう。これによって水道用水、工業用

水、農業用水等の水利用に支障をきたしたり、悪臭が発生したりするなど生活環境に悪影響

が及ぼされる。また生息生物にとっては、その生息環境が危ぶまれる状態も発生することに

なる。

このため、公共用水域の利水に応じた水質を確保することを目的に、環境基本法に基づき

環境基準が定められている。

市内には境川を始めとする大小河川と５０余箇所のため池がある。このうち６河川と８排

水路、８池を年２回定期的に水質検査していたが、平成１８年度より天王川を定期追加し、

７河川とした。さらに、若王子池の水質を監視するために、上岸（若王子町内会側）と下岸

（堤防）の２箇所より採水調査を継続して実施している。

２ 水質汚濁の現況

豊明市内の河川のうち、境川のみ環境基準値が設定されている。境川の環境基準は、新境

橋（刈谷市今川町の１号線）より上流は B 類型であり、新境橋より下流は C 類型とされてい

る。豊明市は境川に東西に隣接しているため、B・C 類型になる。

生活環境の保全に関する環境基準（河川）

B 類 型 C 類 型

水素イオン濃度（pH） 6.5 以上 8.5 以下 6.5 以上 8.5 以下

生物化学的酸素要求量（BOD） ３ｍｇ／Ｌ以下 ５ｍｇ／Ｌ以下

浮遊物質量（SS） ２５ｍｇ／Ｌ以下 ５０ｍｇ／Ｌ以下

溶存酸素量（DO） ５ｍｇ／Ｌ以上 ５ｍｇ／Ｌ以上

大腸菌群数 5,000MPN／100mL ―

ため池の水質については、生活環境の保全に関する環境基準（天然湖及び貯水量 1,000 万

立方メートル以上の人工湖）に基づき、C 類型と V 類型を準用した。

・C 類型  水素イオン濃度（pH）   6.0 以上 8.5 以下

化学的酸素要求量（COD） ８ｍｇ／Ｌ以下

浮遊物質量（SS）     ごみ等の浮遊が認められないこと

溶存酸素量（DO）     ２ｍｇ／Ｌ以上

 ・V 類型 全燐（T－P）    ０．１ｍｇ／Ｌ以下

全窒素（T－N）    １ｍｇ／Ｌ以下



春季調査結果（採水日：６月７日 南山のみ水量が少なかったため６月１４日）

pH DO BOD COD SS 大腸菌群数
ノルマル

ヘキサン
全窒素 全燐

 mg/L mg/L mg/L mg/L MPN/100ml mg/L mg/L mg/L 

河 川

境川 7.6 12.6 3.0 7.8 12 1.3×103 0.5 未満 2.5 0.26 
若王子川 7.3 9.8 2.6 5.3 14 4.9×103 0.5 未満 2.0 0.16 
井堰川 7.6 7.7 3.5 15 19 1.3×104 0.5 未満 4.2 0.54 
正戸川 7.6 8.3 3.1 8.8 6 1.1×104 0.5 未満 8.6 0.65 
黒部川 8.0 10.3 1.5 7.4 2 0 0.5 未満 4.2 1.3 
皆瀬川 9.0 8.5 3.0 7.2 3 7.9×103 0.5 未満 5.7 0.52 
天王川 7.4 8.2 16 9.5 18 2.2×104 0.5 未満 7.9 0.36 

池

若王子池

(上岸) 9.0 8.0 ― 8.0 16 ― ― 1.0 0.11 

若王子池

(下岸) 8.4 6.1 ― 6.5 3 ― ― 2.3 0.063 

勅使池 7.5 7.4 ― 15 52 ― ― 0.48 0.27 
濁池 7.8 5.6 ― 5.6 10 ― ― 0.77 0.043 
三崎池 8.7 7.4 ― 7.6 21 ― ― 1.2 0.070 
大蔵池 7.7 16.2 ― 9.1 22 ― ― 0.57 0.10 
大原池 7.5 4.7 ― 3.2 18 ― ― 2.0 0.055 

琵琶ケ池 9.4 10.4 ― 25 16 ― ― 4.4 0.058 
西池 9.1 15.0 ― 22 31 ― ― 10 0.26 

排水路

五軒屋 7.2 5.3 10 12 3 1.3×104 0.5 未満 3.6 0.78 
裏畑 7.5 6.0 2.6 6.3 2 2.2×104 0.5 未満 6.3 0.32 
山ノ田 9.3 16.8 7.5 10 3 2.8×104 0.5 未満 1.0 0.78 
違井 7.9 12.3 4.6 8.9 8 1.7×102 0.5 未満 2.0 1.1 

西ノ海戸 9.2 15.6 3.6 6.6 33 2.3×104 0.5 未満 1.2 0.35 
稲葉 8.7 10.5 1.9 2.8 2 1.7×104 0.5 未満 11 0.11 
南山 7.8 8.9 4.6 11 13 3.3×103 0.5 未満 1.7 0.23 
前原 7.3 5.6 26 33 32 7.9×104 0.5 未満 1.2 2.6 



秋季調査結果（採水日：１１月２０日 南山のみ水量が少なかったため１１月２７日）

pH DO BOD COD SS 大腸菌群数
ノルマルヘキ

サン
全窒素 全燐

 mg/L mg/L mg/L mg/L MPN/100ml mg/L mg/L mg/L 

河 川

境川 7.8 10.9 1.2 4.4 6 2.8×104 0.5 未満 2.9 0.17 
若王子川 7.6 9.9 1.8 5.5 4 2.2×103 0.5 未満 2.6 0.12 
井堰川 7.7 10.4 1.1 5.6 4 3.0×105 0.5 未満 1.9 0.35 
正戸川 7.6 9.2 7.6 8.5 6 1.7×104 1.1 3.4 0.34 
黒部川 8.1 9.7 1.2 4.0 3 7.0×102 0.5 未満 3.7 0.54 
皆瀬川 7.6 8.7 6.8 4.7 1 5.4×104 0.5 未満 4.0 0.25 
天王川 7.5 7.0 6.8 8.0 12 9.4×103 0.5 未満 7.1 0.86 

池

若王子池

(上岸) 8.3 15.2 ― 8.6 22 ― ― 2.4 0.21 

若王子池

(下岸) 9.4 15.5 ― 9.5 21 ― ― 1.1 0.14 

勅使池 8.5 12.6 ― 19 54 ― ― 2.5 0.28 
濁池 7.6 9.4 ― 5.0 13 ― ― 1.0 0.03 
三崎池 7.8 11.1 ― 8.3 22 ― ― 1.0 0.06 
大蔵池 8.1 11.6 ― 9.5 26 ― ― 1.8 0.09 
大原池 7.6 10.1 ― 6.5 13 ― ― 0.7 0.05 

琵琶ケ池 7.9 10.3 ― 15 9 ― ― 1.9 0.04 
西池 9.2 15.0 ― 11 20 ― ― 2.6 0.23 

排水路

五軒屋 7.5 6.9 9.6 10 4 1.1×104 1.1 7.2 0.50 
裏畑 7.5 8.6 1.1 4.7 2 3.3×102 1.2 3.7 0.20 
山ノ田 8.0 9.1 3.8 7.3 1 1.3×104 0.5 未満 5.3 0.40 
違井 8.1 8.0 6.9 9.1 6 6.8×102 0.5 未満 1.8 0.31 

西ノ海戸 7.8 11.2 0.5 3.0 11 9.4×103 0.5 未満 1.6 0.25 
稲葉 8.0 11.8 4.0 6.0 4 1.7×103 0.5 未満 1.8 0.10 
南山 8.7 13.0 4.6 10 3 1.1×103 0.7 2.1 0.78 
前原 8.0 10.3 27 16 27 2.3×103 1.0 15 2.0 

費用

水質調査を年２回（春季・秋季）実施している。               （単位：円）

18 年度 19 年度 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度 24 年度

委託金額 1,996,680 2,014,950 2,023,350 2,007,390 1,835,505 1,956,360 1,990,380

３ 水質汚濁防止のための規制及び対策

（１）水質汚濁の規制の概要

 工場や事業場の排水による、公共用水域及び地下水の水質汚濁防止を図るため、昭和４６

年６月２４日に水質汚濁防止法が施行された。また、利水に適した水質の確保及び生活環境

を保全するため、環境基本法に基づき、行政上の目標として環境基準が定められている。

 公共用水域については、昭和４６年１２月に水質汚濁に係る環境基準が告示され、人の健

康の保護に関する環境基準項目（以下、健康項目）としてシアン等７項目が、生活環境の保

全に関する環境基準項目として COD 等５項目が設定された。その後、随時改正が行われ、



昭和５０年７月には PCB が、平成５年３月には、健康項目に有機塩素系化合物等１５項目が

追加され基準値が設定されるとともに、継続して水質測定を行い、その推移を把握すべきも

のとして、平成１１年２月には要監視項目２５項目のうち、硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素、

ふっ素、ほう素の３項目が健康項目に追加された。また、生活環境項目に窒素及び燐の環境

基準が昭和５７年１２月に追加された。

地下水については、平成９年３月に地下水の水質汚濁に係る環境基準が設定された。水質

汚濁防止法に基づき、昭和４７年、４８年に全国一律の排水基準より厳しい上乗せ基準が設

けられた。また昭和５４年の法律改正によって水質総量規制が設定されたことに伴い、化学

的酸素要求量（COD）を対象項目とした総量規制が導入された。その後、昭和６２年に第２

次規制、平成３年に第３次規制、平成８年に第４次規制が実施されてきた。平成１６年度を

目標年度とする第５次の総量規制は、従来の COD の基準を一部の業種について強化し、窒

素及び燐を新たに対象項目に加え、平成１４年１０月に施行された。

本市では、「水質環境基準が現に確保されていない公共用水域」あるいは「自然的及び社会

的条件に照らし、水質の保全を図ることが特に重要な公共用水域であって水質の汚濁が特に

進行しているもの」として、境川流域を対象とし、平成５年に愛知県知事により生活排水対

策重点地域の指定を受けた。この指定を受け、主要な発生源として生活排水を位置づけ対策

に努めている。

（１）生活排水対策

  水質汚濁の原因は、これまで工場や事業場の排水が主であったが、最近では台所、洗

濯及び単独処理浄化槽等の生活排水が大きな割合を占めている。本市の中小河川もこう

した状況にあるため、平成元年度から合併処理浄化槽の普及を進めるとともに、従来か

ら行っている生活排水対策の意識啓発事業を拡充し、実践活動を推進している。



《合併処理浄化槽設置事業費補助金制度》

  平成元年度から豊明市合併処理浄化槽設置事業費補助金交付要綱を制定し、家庭の台

所、風呂及び洗濯等から出される雑排水と、し尿を併せて処理することができる合併処

理浄化槽を設置する者に対して補助金の交付を行っている。以下に合併処理浄化槽設置

実績を示す。

 〈制度の概要〉

・補助対象地域

公共下水道事業計画区域及び農村集落家庭排水施設が使用できる区域を除く区域。

・補助対象者

５、７、１０人槽のいずれかの合併処理浄化槽を設置する者。

・補助対象となる浄化槽

し尿と雑排水を併せて処理し、BOD の除去率９０％以上、放流水の BOD の日間平均値

２０ｍｇ／Ｌ以下の機能を有するとともに、国庫補助指針に適合する合併処理浄化槽。

・補助金額

 （単位：円）

人 槽 区 分 ５ ７ １０

補  助  額 220,000 250,000 320,000 
２４年度実績基数 ２１ １０ ３

・補助事業による整備状況                       （単位：基）

平成元年度から

１５年度までの累計
１６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ 合 計

２６８ ４３ ４０ ３８ ４１ ４１ ３８ ３６ ３３ ３４ ６１２

・決算金額                           （単位：千円）

年 度 １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４

金 額 11,809 11,032 10,142 11,079 11,471 9,110 8,510 7,650 8,080



第６章 騒音・振動                      

１ 概況

騒音・振動は、住民の日常生活に密着した問題として深く関わり、また人によって感じ

方が異なり、その人の主観や感情など心理的な要因に大きく左右される。このことから、

その解決に当たっては、地域の実情をより的確に把握している市町村の役割が大きいとい

われている。

このため、騒音規制法、振動規制法及び県民の生活環境の保全等に関する条例（県民生

活環境保全条例）に基づいた規制、指導は市町村長が行い、県は規制地域の指定、規制基

準の設定及び市町村に対する協力・支援を行っている。なお、豊明市は特別に騒音・振動

に係る各法に基づく規制地域の指定及び規制基準の設定はされていない。

２ 工場、事業場の騒音・振動

公害関係法令が整備される中で、昭和４４年に騒音規制法、５３年に振動規制法の指定

地域となり、併せて県民の生活環境の保全等に関する条例（平成１５年１０月１日施行）

によって法を補う規制がなされている。これらの法令に基づき、特定施設を設置する工場、

事業場は、騒音・振動について当該施設の設置等の届出及び規制基準の遵守が義務づけら

れている。

 特定施設の届出件数（平成２４年度末累計）

種  類 騒音規制法 振動規制法 県条例騒音 県条例振動 計

設置届出 ４ ４ ８

使用届出

使用全廃届出

数変更届出

防止方法変更届出

使用方法変更届出

氏名等変更届出 ３ ３ ２ ２ １０

承継届出

計 ３ ３ ６ ６ １８

３ 建設作業の騒音・振動

これまで建設作業のうち著しい騒音・振動を発生する作業は、騒音規制法、振動規制法、

県公害防止条例により特定建設作業実施の届出が義務づけられており、騒音・振動の規制

基準、作業の禁止時間も定められていた。平成１５年１０月１日より「県民の生活環境の

保全等に関する条例」が従来の愛知県公害防止条例から全面改訂され、トラクターショベ

ルを用いる作業を追加するとともにこれまで整地・掘削作業に限定していたブルドーザー、

パワーショベル等を用いる作業についても作業の種類を拡大し、すべての作業が対象とな

った。作業の方法や作業時間などを配慮することや、周辺住民に対して事前に工事内容を

説明するよう指導している。



特定建設作業実施届出件数（２４年度）

〈騒音〉

作業の種類 騒音規制法 県条例

くい打機等を使用する作業 １０

びょう打機を使用する作業 ０

さく岩機を使用する作業 ９３

空気圧縮機を使用する作業 ２５

コンクリートプラント等を設けて行う作業 ０

バックホウを使用する作業 ５６

トラクターショベルを使用する作業 ４

ブルドーザーを使用する作業 １１

建物等を動力、火薬等で解体・破壊する作業 ３８

コンクリートミキサーを使用する作業 ８３

コンクリートカッターを使用する作業 ７２

ブルドーザー等を使用する作業 １８６

ロードローラー等を使用する作業 １１５

計 １９９ ４９４

〈振動〉

作業の種類 振動規制法 県条例

くい打機等を使用する作業 １５

剛球を使用して建物等を破壊する作業 ０

舗装版破砕機を使用する作業 ４

ブレーカーを使用する作業 ８１

計 １００



４ 道路交通騒音

道路に面する地域の環境基準の適合状況、要請限度の超過状況など道路交通騒音の実態

把握と道路交通公害対策に資することを目的に愛知県が本市においては国道２３号、県道

瀬戸大府東海、国道１号で実施をしていたが、平成２４年度より市が実施することとなっ

た。

国道２３号（要請限度は、昼間７５dB、夜間は７０dB）

測定結果                         （LAeq 測定単位 dB）

測定日 測定場所
測定結果

昼間 要請限度 夜間 要請限度

平成２０年 ９月 栄町高根 ６９ ○ ６７ ○

平成２１年 ９月 栄町高根 ７０ ○ ６８ ○

平成２２年 ９月 栄町高根 ６９ ○ ６７ ○

平成２４年 １月 栄町高根１０３ ７１ ○ ６９ ○

平成２４年１０月 栄町高根１０３ ７１ ○ ６９ ○

（参照：あいちの環境）

県道瀬戸大府東海（要請限度は、昼間７５dB、夜間は７０dB）

 測定結果                         （LAeq 測定単位 dB）

測定日 測定場所
測定結果

昼間 要請限度 夜間 要請限度

平成１４年 ９月 新田町 ７２ ○ ６７ ○

平成１７年１１月 新田町子持松 ６９ ○ ６５ ○

平成１９年１０月 新田町子持松 ７０ ○ ６５ ○

平成２２年 ９月 新田町子持松 ６８ ○ ６３ ○

平成２４年１０月 新田町子持松１－１ ７０ ○ ６４ ○

国道１号（要請限度は、昼間７５dB、夜間は７０dB）

測定結果                         （LAeq 測定単位 dB）

測定日 測定場所
測定結果

昼間 要請限度 夜間 要請限度

平成２０年 ５月 前後町善江 ６６ ○ ６４ ○

平成２１年 ６月 前後町善江 ６７ ○ ６４ ○

平成２２年 ９月 前後町善江 ６７ ○ ６４ ○

平成２３年 ６月 前後町善江１７１７－３ ７０ ○ ６６ ○

平成２４年１０月 前後町善江１７１７－３ ６９ ○ ６６ ○



５ 道路交通振動

愛知県が騒音調査の際に振動調査も実施した。

国道２３号（要請限度は、昼間７０dB、夜間は６５dB）

測定結果                       （L10測定単位 dB）

測定日 測定場所
測定結果

昼間 要請限度 夜間 要請限度

平成１９年 ９月 栄町高根 ４２ ○ ４１ ○

平成２０年 ９月 栄町高根 ４６ ○ ４５ ○

平成２１年 ９月 栄町高根 ４５ ○ ４５ ○

平成２２年 ９月 栄町高根 ４６ ○ ４５ ○

平成２４年 １月 栄町高根 ４６ ○ ４５ ○

国道１号（要請限度は、昼間７０dB、夜間は６５dB）

測定結果                       （L10測定単位 dB）

測定日 測定場所
測定結果

昼間 要請限度 夜間 要請限度

平成１９年 ９月 前後町善江 ３４ ○ ３１ ○

平成２０年 ５月 前後町善江 ３５ ○ ３０ ○

平成２１年 ６月 前後町善江 ３５ ○ ３１ ○

平成２２年 ９月 前後町善江 ３５ ○ ２８ ○

平成２３年 ６月 前後町善江 ３４ ○ ３０ ○



第７章 悪臭                        

１ 概況

悪臭は、公害の中でも個人差が大きいものであり、また順応性もみられることから客観

的な評価が難しいものでもある。なお、防止についても原因が多種類の物質で構成されて

いることが多く、効果的な対策が困難であるというのが現状である。

発生源の明らかな場合は、事業所の立入調査をしてできる限りの客観情報を収集すると

ともに、専門機関等に助言を求めるよう要請するなどして改善対策を講じていく方法をと

っている。

２ 悪臭の規制の概要

事業活動に伴って発生する悪臭については、昭和４７年５月３１日施行の悪臭防止法に

よって、アンモニア等５物質が悪臭物質として指定され、地域の実態に合うように規制地

域及び規制基準の設定を県知事が定めている。その後、法改正が順次行われ、悪臭物質が

特定悪臭物質に改められ、現在２２の特定悪臭物質が指定されている。平成８年４月から

は、人間の嗅覚を用いた嗅覚測定法の「臭気指数」による規制が導入された。

悪臭規制適用地域及び規制基準

  規制地域区分

特定悪臭物質

（ｐｐｍ）

第１種地域 第２種地域 第３種地域

第１種・第２種低層住

居専用、第１種・第２

種中高層住居専用、第

１種・第２種住居、近

隣商業、準工業地域

都市計画区域で用途

地域の定められてい

ない地域

無し

アンモニア １ ２ ５

メチルメルカプタン ０．００２ ０．００４ ０．０１

硫化水素 ０．０２ ０．０６ ０．２

硫化メチル ０．０１ ０．０５ ０．２

トリメチルアミン ０．００５ ０．０２ ０．０７

二硫化メチル ０．００９ ０．０３ ０．１

アセトアルデヒド ０．０５ ０．１ ０．５

スチレン ０．４ ０．８ ２

プロピオン酸 ０．０３ ０．０７ ０．２

ノルマル酪酸 ０．００１ ０．００２ ０．００６

ノルマル吉草酸 ０．０００９ ０．００２ ０．００４

イソ吉草酸 ０．００１ ０．００４ ０．０１

プロピオンアルデヒド ０．０５ ０．１ ０．５

ノルマルブチルアルデヒド ０．００９ ０．０３ ０．０８

イソブチルアルデヒド ０．０２ ０．０７ ０．２

ノルマルバレルアルデヒド ０．００９ ０．０２ ０．０５

イソバレルアルデヒド ０．００３ ０．００６ ０．０１

イソブタノール ０．９ ４ ２０

酢酸エチル ３ ７ ２０



メチルイソブチルケトン １ ３ ６

トルエン １０ ３０ ６０

キシレン １ ２ ５

 平成１８年１０月１日から従来の「物質濃度規制」から人の臭覚を用いた「臭気指数規

制」に豊明市は変更した。

 「臭気指数」は、問題となるにおいのついた空気や水をにおいが感じられなくなるまで

薄めたときの希釈倍数（臭気濃度）から次式により算定する。

「臭気指数」＝１０×Log（臭気濃度）

参考  臭気指数１０   ＝ほとんどの人が気にならない臭気の状態

     臭気指数１２～１５＝気をつければ分かるにおい（希釈倍率１６～３２倍）

     臭気指数１８～２１＝らくに感知できるにおい（希釈倍率６３～１２６倍）

規制基準

 「工場・事業所の敷地境界（１号基準）」、「気体排出口（２号基準）」及び「排出水（３

号基準）」に対する規制があり、それぞれに対する豊明市の規制基準は次のとおりである。

規制地域の区分 第１種地域（市街化区域） 第２種地域（調整区域）

工場・事業所の敷地境界 １２ １５

気体排出口 悪臭防止法施行規則第６条の２に定める方法により算出

排出水 ２８ ３１

３ 悪臭関係工場等の状況

 悪臭については、県民の生活環境の保全等に関する条例により悪臭関係業種の事業場は

悪臭の状況を毎年届出することになっている。本市で該当するものは、牛房２００㎡以上

又は鶏３０００羽以上等飼育の畜産業があげられる。



第８章 地盤沈下                      

１ 概況

地盤沈下とは、一般的に広い地域において地表面が徐々に低下していく現象をいい、ひ

とたび沈下すると復元不可能という公害の中でも特異的な性質を持っており、過剰な地下

水の汲み上げが地盤沈下の主な原因とされている。

本市においては、境川沿いに沖積低地が分布し、地下水の汲み上げも一部で行われてい

るが、明らかな地盤沈下の発生・被害の確認はない。土壌汚染についても農用地土壌、市

街地土壌とも汚染の報告はない。

２ 地下水位測定

県の委託を受け地下水位の測定を月１回実施している。水位は例年より変動幅が大きく、

測定地点付近で工事を行っていた影響等が考えられる。

測定地点 所在地 固定点標高

藤田保健衛生大学 沓掛町田楽ケ窪１－９８ ３９．７７１ＴＰ．ｍ

 水位の状況       （単位：ｍ）       （単位：ｍ）

平成２４年度 藤田保健衛生大学 過去の平均水位 藤田保健衛生大学

４月 ３８．４０ 昭和６０年度 ５１．１４

５月 ４６．６０ 平成２年度 ４９．９１

６月 ４７．４０ 平成７年度 ５１．３９

７月 ４９．６０ 平成１２年度 ４９．１１

８月 ５０．５０ 平成１７年度 ５３．４８

９月 ５１．７０ 平成１８年度 ５１．１４

１０月 ４８．３０ 平成１９年度 ４８．５８

１１月 ４９．８０ 平成２０年度 ４６．９０

１２月 ４９．００ 平成２１年度 ４６．２６

１月 ４７．８０ 平成２２年度 ４６．１２

２月 ５０．１０ 平成２３年度 ４４．５６

３月 ４９．４０ 平成２４年度 ４８．２２

平均 ４８．２２

変動幅 １３．３０



第９章 廃棄物                        

１ 概況

廃棄物には、事業活動に伴って生じる汚泥、廃油等の産業廃棄物と、主に家庭生活に伴

って生じるし尿、ごみ等の一般廃棄物がある。

経済活動の発展と消費生活の定着により、これまで廃棄物の排出量は増加の一途をたど

っており、近年はごみの減量化、再資源化、省エネルギーを目的として、分別収集、資源

回収が進められている。

本市のごみ処理は、昭和４１年から大府市、東浦町、阿久比町で構成された東部知多衛

生組合に豊明市が加入し共同で処理を行っている。資源ごみは、昭和５３年に前後地区を

モデル地区に指定し分別収集を開始し、以降市内全域に拡大する一方、昭和５８年には沓

掛地区内に汚水処理施設完備の最終処分場を建設、埋め立てを開始した。

東部知多衛生組合では、知多郡東浦町森岡に東部知多クリーンセンターを建設した。平

成元年に完成したクリーンセンターは、焼却能力２４０ｔ／日のごみ処理施設、粗大ごみ

の破砕処理施設を有し、ごみの焼却、破砕を行っている。また焼却による余熱を温水プー

ル（大府市大東町）に有効利用している。

現在、本市で発生した一般廃棄物は、市全域を対象に燃えるごみ、燃えないごみ、資源

ごみ、粗大ごみの区分で、市直営の車両７台と委託車両６台で収集し、東部知多クリーン

センターに搬入して処理している。資源ごみについては、各種リサイクル業者に引き渡し、

資源リサイクルを行っている。

２ 一般廃棄物の処理状況

ごみの収集は、市内全域を処理区域として、家庭系一般廃棄物を収集しており、昭和５

６年より一部委託による収集も行っている。

ごみの種類と収集方法としては５体系

①燃えるごみをステーション方式（２，０８６ヶ所）で週２回収集している。

②燃えないごみは、ステーション方式（１，７１７ヶ所）で月２回収集している。

③容器包装類は、プラスチック製容器包装を週１回、燃えるごみのステーションを利用

して収集し、紙製容器包装を資源ごみステーションにて収集している。

④資源ごみは、ごみの減量と資源の有効利用を図るため、ステーション方式（３９１ヶ

所）で月１回から２回収集している。なお、資源ごみの回収を促進するため奨励交付金

を実施団体に交付している。

資源ごみは、清掃事務所及び㈱中西へ直接持ち込める。毎月第２・第４日曜日の午前

９時～午後２時まで市役所第１駐車場にて資源ごみの回収作業を行っている。

⑤粗大ごみは電話申込みによる戸別有料収集を実施しており、毎週水曜日の収集で、１

個につき１，０００円の費用を処理券によって利用者から受取る形をとっている。



ごみ（家庭系）の排出量の推移                 （単位：トン）

１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度

燃えるごみ 12,325 12,024 11,743 11,436 11,336 11,360 11,393
燃えないごみ 638 550 536 516 498 500 500

粗大ごみ 62 100 98 88 75 76 72
合  計 13,025 12,674 12,377 12,040 11,909 11,935 11,965
対前年 251 ▲351 ▲297 ▲337 ▲131 26 29

（参照：平成２５年版清掃事業概要 環境課）

３ 有機循環推進事業

 生ごみの減量と有機資源の有効活用を目的に、平成１０年度豊明青年会議所に委託し、

豊明団地自治会の協力を得ながら、家庭から出される生ごみの堆肥化事業に着手し、平成

１８年３月に豊明沓掛堆肥センターを竣工した。

 平成１８年度より堆肥事業を本格稼働した。

１１年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度

生ごみ（㎏） 77,050 180,141 329,192 368,878 305,213 298,062 290,764
対象世帯数 830 5,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000

（参照：平成２５年版清掃事業概要 環境課）

４ 産業廃棄物の処理状況

 産業廃棄物は、事業者自らが適正に処理することが原則であり、都道府県がその所管と

なって指導をしている。愛知県の把握する状況調査（県下）をみると、平成２２年度にお

ける排出量は、１３，３００千トン、減量化量は、３，３５３千トン、最終処分量(埋立量)
は、１，１８５千トンで前年度と比べてわずかに増加した。

（単位：千トン）

１６年度 １７年度 １８年度 １９年度

再生利用量 ８，８６０ ８，８２０ ９，００３ １０，１４７

中間処理による減量化量 ４，４４２ ４，７２２ ５，１９６ ４，６１６

最終処分量 １，４１３ １，３６０ １，２１８ １，１０３

排出量 １４，７２３ １４，９１０ １５，４１７ １５，８６５

２０年度 ２１年度 ２２年度

再生利用量 １０，３６２ ８，５６４ ８，７６１

中間処理による減量化量 ４，８９４ ３，３３１ ３，３５３

最終処分量 １，１６２ ９７２ １，１８５

排出量 １６，４１８ １２，８６７ １３，３００

（参照：あいちの環境）



第１０章 環境衛生関係                   

１ あき地の雑草除去

 あき地に雑草等が繁茂すると、ごみ等の不法投棄を誘発したり、害虫の発生源になった

り、火災若しくは犯罪発生の遠因を防止するために、平成１８年４月１日より「あき地の

保全管理に関する条例」を施行し、土地所有者にあき地の保全管理を義務付けた。（この条

例では、隣家の木の枝が伸びてきたとか、隣の山林から竹が伸びてきたような事例は対象

外である。）

 条例適用のあき地の管理者には、４月初旬に年間の除草計画を立て、近隣住民から苦情

が来ないように、市から前年の実績に応じて通知をしている。

 これまで、草刈り機の無料貸し出しを行っていたが、平成１９年１０月１日より「環境

整備機具貸付規程」を全部改正した。幅広く草刈機を使用し、あき地の保全管理をしてい

ただくために貸付料制度を導入した。ただし、区・町内会の大掃除、ボランティア活動で

の除草作業での使用は無料である。また、平成１３年度より１３台保険加入した。

除草等の苦情受理件数          （単位：件数）

年 度 ２０ ２１ ２２ ２３ ２４

件 数 １９８ １０９ ８７ ８６ １１３

草刈機の貸し出し状況

年 度 貸出件数 点検整備台数 整備委託単価 整備委託金額

平成１６年度 ４８１ ４２３ １，２６０ ５３２，９８０

平成１７年度 ５２３ ４７３ １，２６０ ５９５，９８０

平成１８年度 ５１０ ４５５ １，２６０ ５７３，３００

平成１９年度 ５０２ ４４３ １，２６０ ５５８，１８０

平成２０年度 ３８６ ３９２ １，２６０ ４９３，９２０

平成２１年度 ３６９ ３８４ １，２６０ ４８３，８４０

平成２２年度 ３６６ ３５６ １，２６０ ４４８，５６０

平成２３年度 ３０８ ３０２ １，５７５ ４７５，６５０

平成２４年度 ３２４ ３２７ １，５７５ ５１５，０２５

草刈機の管理費用

年 度 燃料費 部品代 保険代 合 計

平成１６年度 ５７，２００ １８５，１１５ ６，２１４ ２４８，５２９

平成１７年度 ７０，７２１ ２８０，８７５ ６，２１４ ３５７，８１０

平成１８年度 ７２，４４５ ２３０，２６５ ６，２１４ ３０８，９２４

平成１９年度 ７１，６０８ ２４６，９６０ ６，２１４ ３２４，７８２

平成２０年度 ７２，６６０ ２５９，９１７ ５，５２５ ３３８，１０２

平成２１年度 ５７，９９９ ２６９，５９７ ５，５２５ ３３３，１２１

平成２２年度 ５７，６３３ ２１２，８３５ ５，５２５ ２７５，９９３

平成２３年度 ４４，４０１ ２３０，０１３ ５，５２５ ２７９，９３９

平成２４年度 ４８，４０９ ３８５，１９３ ５，５２５ ４３９，１２７



２ 狂犬病予防

 平成１２年度狂犬病予防法の改正を受け、都道府県より事務移管を受けた狂犬病予防事

務は、台帳の電算処理化､また各開業獣医師の協力を得て円滑に実施されている｡

 毎年度３月末日現在の実績は以下のとおりである｡

（単位：頭）

登録頭数 集合注射接種数 個別注射接種数 注射接種総数

平成１８年度 ４，３４８ ９２７ ２，３８８ ３，３１５

平成１９年度 ４，５００ ９２４ ２，５７０ ３，４９４

平成２０年度 ４，６２８ ８８４ ２，６７０ ３，５５４

平成２１年度 ４，６３４ ９２５ ２，７００ ３，６２５

平成２２年度 ４，４８８ ８２４ ２，７５５ ３，５７９

平成２３年度 ４，５０４ ７１３ ２，８２１ ３，５３４

平成２４年度 ４，４５９ ６１４ ２，８７２ ３，４８６

ただし、数字は累計登録頭数。

社団法人愛知県獣医師会に犬の鑑札交付手数料徴収事務及び鑑札交付に関する業務・狂

犬病予防注射済票交付手数料徴収事務及び注射済票交付に関する事務を委託しており、そ

の内容は次の表のとおりである。

年度 １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４

鑑札交付枚数 139 130 127 96 164 148 105
注射済票交付 1,014 1,066 1,085 875 1,104 1,081 1,130

県獣医委託金(円) 336,577 348,757 353,298 282,896 370,440 358,758 359,362
平成２４年度の単価は、前者が３１５円（税込み）。後者が２８８．７５円（税込み）。

 集合注射（市内１２会場・４月１７日～２５日の７日間実施）にて、新規登録１５件・

予防注射６１４件あった。



３ 犬猫の避妊・去勢手術補助制度

 野良犬猫、不要犬猫を減らすために犬猫の避妊と去勢の手術を奨励し、市内在住の飼

い主が、市内の開業獣医師に施術を受けた場合、補助金を交付する。

（単位：円）

犬  
避 妊 ４，５００

去 勢 ２，２００

猫
避 妊 ３，６００

去 勢 １，８００

年度別 １８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度

犬 避 妊 ３２ ３９ ２３ ３７ ４８ ６０ ３４

去 勢 ２８ ３２ ３１ ２８ ４２ ２９ ４５

猫 避 妊 １０９ １０１ １０２ １２５ ９４ １３８ ９８

去 勢 ５３ ６０ ６５ ６５ ７６ ６４ ９５

総  数 ２２２ ２３２ ２２１ ２５５ ２６０ ２９１ ２７２

交付金額 929,000 772,000 799,000 730,500 795,100 945,800 775,800
４ 犬猫火葬場使用状況

 家庭で亡くなった犬及び猫を知立火葬場にて火葬しています。

 火葬場使用料（平成２４年４月１日～）：犬、猫その他愛玩用小動物―６,０００円

汚物―３，０００円

２２年度 ２３年度 ２４年度

犬 １０３ ９３
１２１

猫その他小動物 ４３ ６０

汚物 ０ ０ ０

総頭数 １４６ １５３ １２１

総 額 644,000 645,000 726,000
         汚物…胞衣及び身体の一部

５ 犬猫等死体処理

 道路上において亡くなった飼い主不明の犬、猫等の死体を収集し、火葬処理を業者に

委託しています。

１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度

犬 ７ ８ １０ ６ ３ ３ ３

猫 ３６８ ３５８ ３４０ ２７４ ２８９ ２７８ ２８１

その他 ２９ ２２ ４８ ３６ ４３ ５０ ４３

総頭数 ４０４ ３８８ ３９８ ３１６ ３３５ ３３１ ３２７

単価 ３，８３２ ３，８３２ ３，８８５ ３，８８５ ３，９３７ ４，１７９ ４，０９５

総 額 1,548,128 1,486,816 1,546,230 1,227,660 1,318,895 1,383,249 1,339,065
 その他…鳥類・狸・ハクビシン・ねずみなど



６ 犬猫の捕獲保護

  市内で保護された犬・猫が、愛知県動物保護管理センターに収容されるまで豊明市開

業獣医師会に飼育管理を委託している。

   管理費…犬猫の飼育管理費（基本料金）

   保護費…センターに保護してもらった日数による（宿泊日数割）

 （単位：円）

単価
管理費 ２，７３０

保護費   ４２０

  実績

年度 管理頭数 管理費 延保護日数 保護費 合計

１８ ２  ５，４６０  ７ ２，９４０  ８，４００

１９ ０     ０ ０ ０ ０

２０ １ ２，７３０ ５ ２，１００ ４，８３０

２１ ０ ０ ０ ０ ０

２２ ０ ０ ０ ０ ０

２３ ０ ０ ０ ０ ０

２４ ０ ０ ０ ０ ０

７ 善意の井戸水

 渇水、災害時等の非常時において井戸水を飲料水として確保するため井戸水提供者を平

成６年度より募集を始め、毎年定期的に水質検査を実施している。

 今年度は、公表の承諾を得るため、再度登録申請の募集をした。

地区別提供者一覧表

沓掛 栄 間米 阿野 三崎 新田 前後 二村 新栄 西川 計

H8 ６ １１ １ ４ ４ ４ １ ２ ３３

H9 ７ ６ １ ４ ２ １ １ ２２

H10 ９ ６ ２ ７ ３ ２ １ ３０

H11 １６ ２５ ３ ８ ４ ７ ６ ２ １ １ ７３

H12 ２１ ２６ ５ １０ ５ ７ ６ ２ １ １ ８４

H13 ２３ ２９ ７ １１ ５ ７ ６ ２ １ １ ９２

H14 ２３ ２９ ８ １２ ５ ７ ６ ２ １ ２ ９５

H15 ２７ ３８ １２ １４ ５ ９ ８ ３ １ ４ １２１

H16 ２６ ３９ １２ １７ ４ ９ ７ １ １ ４ １２０

H17 ２６ ３９ １２ １８ ３ ８ ７ １ １ ４ １１９

H18 ２６ ４１ １４ １９ ３ ７ ７ ０ １ ４ １２２

H19 ２９ ３９ １３ １９ ４ ６ ６ １ ２ ４ １２３

H20 ２２ ２７ ６ １５ ３ ６ ４ ０ ２ ２ ８７

H21 ２２ ２８ ７ １５ ３ ６ ４ ０ ２ ２ ８９

H22 ２３ ２８ ７ １５ ３ ６ ４ ０ ２ ２ ９０

H23 ２４ ２８ ７ １５ ３ ６ ４ ０ ２ ３ ９２

H24 １９ ２４ ７ １２ ３ ６ ３ ０ １ ２ ７７



平成６～９年度は単年度にてすべての提供者の井戸水を検査実施。

平成１１年度より新規届出分のみ水質検査を実施し、平成１６年度より年間２０箇所の

水質調査を実施し、既に登録済みの井戸についても水質調査も並行して実施している。

水質検査委託料

年 度 件数 委託金額 その他

平成１４年度 ３ ５０，４００

平成１５年度 ２１ ２６２，５００

平成１６年度 ２０ ２５９，３５０

平成１７年度 ２０ ２６２，５００

平成１８年度 ２０ ２５９，３５０

平成１９年度 ２０ ３１５，０００

平成２０年度 ２０ ３１５，０００

平成２１年度 ２０ ３１５，０００

平成２２年度 ２０ ３１５，０００

平成２３年度 ２０ ３１５，０００

平成２４年度 ２０ ３１５，０００

調査項目

 １０項目 一般細菌・大腸菌・硝酸性及び亜硝酸性窒素・塩素イオン・有機物

（過マンガン酸カリウム消費量）・pH・味・臭気・色度・濁度



第１１章 その他                      

１ 環境マネジメントシステム導入事業所

  環境保全に配慮した事業活動への転換をめざす環境マネジメントシステム導入事業所

が、その取組みの指標ともいうべき国際標準化機構ＩＳＯの１４０００シリーズ認証取

得をしている｡

○認証済みの事業所

事業所名 所在地 業 種

アルメック㈱ 前後町三ツ谷 製鋼原料加工

エーエスペイント㈱ 阿野町池下 化学工業

㈱三光金属 沓掛町勅使 金属加工

㈱松尾製作所 栄町新左山 精密バネ製造

㈱メイキコウ 大久伝町東 輸送用機械

興和精密工業㈱ 栄町西大根 精密機械

コープあいち 前後町善江 生活協同組合

笹徳印刷㈱ 栄町大脇 出版印刷

日本街路灯製造㈱ 阿野町登 照明灯製造

日高工業 栄町新左山 自動車部品製造

ホシザキ電機㈱ 栄町南舘 電機機械

２ Eco とよあけ認定事業所

  トヨアケユニティー㈱   ㈱中 西   岡工建設㈱   ㈱天野研磨工業所



３ 環境関連年表 

  年度    できごと 

昭和 31 年 国道 1号線完成 

昭和 32 年 町制施行(人口 12，833 人) 

昭和 34 年 伊勢湾台風 

昭和 36 年 全町に広域簡易水道完成 

昭和 41 年 東部知多衛生組合に加入 

昭和 43 年 ナガバノイシモチソウ県天然記念物に指定 

昭和 44 年 国道 23 号線開通 

昭和 46 年 二村台団地入居開始 

昭和 47 年 市制施行(人口 37，038 人) 

昭和 53 年 資源ごみ回収事業モデル地区開始（前後区） 

昭和 58 年 国道 23 号線知立バイパス開通 

昭和 59 年 市一般廃棄物最終処分場・清掃事務所完成 

昭和 61 年 生ごみ堆肥化容器(コンポスト)購入補助制度開始 

平成元年 東部知多クリーンセンター竣工 

合併処理浄化槽設置費補助制度開始 

平成 3年      犬、猫避妊等手術費補助制度開始 

平成 4年 くうかん鳥による空き缶回収事業開始 

平成 5年 ＥＭボカシの無料配布開始 

生活排水対策重点地域に指定 

平成 6年 生活排水対策推進計画策定 

異常渇水による時間断水 

平成 7年 環境保全推進委員制度開始 

平成 9年 ペットボトル分別収集開始 

廃棄物減量等推進員制度開始 

東部知多浄化センター完成 

空き缶等のごみポイ捨て及びふん害の防止に関する条例施行 

水質浄化施設バイオコード設置 

粗大ごみ戸別有料収集開始 

平成 10 年 生ごみ堆肥化モデル事業開始（豊明団地の一部） 

平成 11 年 生活排水対策推進計画改定 

環境基本条例施行・基本計画策定開始 

環境監視員設置 

廃棄物 5条例施行 

指定ごみ袋制度開始 



生ごみ堆肥化モデル事業直営化（８３０世帯） 

平成 12 年      生ごみ処理機器購入補助制度開始 

(西暦 2000 年)  狂犬病予防業務県知事より委譲 

環境フェア開催 

平成 13 年      容器包装（プラスチック製及び紙製）分別収集開始 

        住宅用太陽光発電システム設置費補助制度開始 

「有機循環都市とよあけ１００年プラン」策定及び推進プロジ

ェクトチーム設置 

生ごみ堆肥化事業モデル地区を推進地区へ名称変更 

平成 15 年      生ごみ堆肥化事業推進地区を拡大（1,８３５世帯） 

平成 16 年      環境課に有機循環推進係設置 

平成 17 年      環境フェア単独開催最終 

沓掛堆肥センター建設（沓掛町上山地区） 

平成 18 年 沓掛堆肥センター（エコンポとよあけ）稼働開始 

生ごみ堆肥化推進地区拡大（約２，５００世帯） 

        生ごみ堆肥化容器及び生ごみ処理機器購入補助制度廃止 

        住宅用太陽光発電システム設置費補助制度廃止 

平成 19 年      とよあけ Eｃｏ堆肥の販売開始 

草刈機の有料貸出し開始 

生ごみ堆肥化推進地区拡大（約５，０００世帯） 

平成 20 年      レジ袋有料化開始 

生ごみ堆肥化推進地区拡大（約８，０００世帯） 

生活排水対策推進計画改訂 

平成 21 年      豊明まつり 環境フェア 廃止 

ダイオキシン類測定調査 廃止 

NO2簡易測定カプセル事業 廃止 

蜂の駆除事業 廃止 

犬、猫避妊等手術費補助制度の補助金額の切下げ 

合併処理浄化槽設置費補助制度の補助金額の切下げ 

平成 22 年      ＣＯＰ１０ 出展 

県内鳥インフルエンザ発症 

平成 23 年      住宅用太陽光発電システム設置費補助制度再開 

平成 24 年   豊明市清掃事務所、㈱中西及び日曜日資源ごみ回収ステーショ 

ンにて使用済小型廃家電の回収を開始 

平成 25 年   平成 24 年度末をもって廃棄物減量等推進員制度廃止 


